
中学部校内実習 

 

 

 

 

 

 

衣料用ハンガーの整理、サイズタグの仕分け 

プライスケースの結束 

小学部実習見学 

 

 

 

 

 

 

１年生も真剣に見学していました 

 

 

      校長室だより       

 

中学部・高等部 秋の実習より 
 １１月は、中学部と高等部で秋の実習がありました。中学部は１週間、高等部は３週間です。 

普段は、林産・畜産・農産の訓練班で農業中心の作業学習を行っていますが、校内実習では、 

県内企業様のご協力で、委託作業品の提供をいただき、それぞれ事業所に見立てた作業場で、 

期間中、１日通して継続した仕事を行いました。また、高等部では進路決定にむけて、１年生 

は集団実習、２年生は個人実習（体験）、３年生は個人実習（前提）で実際の産業現場でも 

実習をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  高等部のトナーカートリッジのリサイクルは、カートリッジを分解して、一つ一つの部品に 

 ついているトナーの掃除をしていきます。掃除する場所に応じた道具を自分で選択して根気よ  

 く仕事をしていました。立ち作業なので、週半ばになると疲れて、自分で足を動かしてみたり、

作業に向かいにくくなり、周りの様子を見て葛藤していたりする姿もみられましたが、どの生

徒も最終的には自分で気持ちを前に向け、最後まで仕事に向かっていました。こうして、仕事

をするために必要な忍耐力、持続力をつけていくのだなあと、生徒の成長の瞬間を頼もしく見

させてもらいました。 

  １年生が多い中学部。実習は春に続いて２回目で 

 した。仕事の内容は春と同じ内容だったこともあり 

ますが、実習初日からみんな慣れた様子で仕事を進 

 めることができていました。春の実習、作業学習と 

 働く経験を積み、仕事に取り組む姿勢を身に付ける 

ことができています。１週間の中でも、より難しい 

 仕事に取り組んだり、座り作業から立ち作業で仕事 

ができるようになったり、より長い時間取り組める 

ようになったりと、力を付けた生徒達でした。 

小学部の児童たちも実習見学という形で実習に参加

しています。中学部・高等部の校内実習を見に行き、

先生に何をしているのか説明してもらいました。タグ

の仕分けは、色分けなど自分たちの学習でやっている

ような仕事もあり、「がんばればこんな仕事ができる」

とやる気をだしてくれたようです。寄宿舎で一緒に過

ごす姿とは別人のようなお兄さんお姉さんの姿に憧れ

や尊敬の思いをもったと思います。 
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高等部校内実習                      高等部集団実習 

 

 

 

 

 

 

トナーカートリッジのリサイクル       サンプルはがし           スーパーのバックヤード 


